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Dをcouverte, ParlS, 1986,LilonomZe m()btllie,La
Dとcouverte,1990.
資本 ･労働関係の将来
ち,エコロジカルな問題にかぎっていえば,
フォーディズムとソヴイエト主義のあいだに大
きな違いが生まれる理由です｡ソヴイエ ト体制
は,自然を思うがままに,ちょうど原生的テー
ラー主義,たとえばブラジル,とそっくりに,
破壊できます｡実際に,わたしは,ブラジルに
いって真剣なエコロジス トになりました｡フラ
ンスでは,エコロジカルな危機としては,地域
的なものだけを考えることが習慣になっていま
した｡地域的な環境問題であれば,デモがあり
対策があとに続き,それで終わりです｡地域レ
ベルで市民社会による一種のレギュラシオンが
あったのです｡しかし,同時に地球規模の危機
があり,それは市民社会に感知されずに進行し
ていたのです｡ 問題は現在の世代というより,
次の世代にとっての危機ですが,市民社会は次
の世代のためにデモをする用意がなかったので
す｡地域的な問題にかんしていえば,フォー
ディズムは対応能力をもっていました｡
最後に,わたしの図式のなかでは,ソ連は
フォーディズムよりもより硬直的で,社会的参
加の面ではより原始的です｡こうした状態のも
とでは,生産第-主義は無制限にすすむでしょ
う｡ ブラジルでも同じことがおこりました｡
人々は汚染と塵 りのなかで生活しています｡数
19
頭の雌牛を輸出するために大面積の森林を焼き
払うことも可能なのです｡どの資本主義も生産
第-主義ですが,いくつかの資本主義はほかと
くらべてもその程度がよりひどいのです｡
〔訳者後記〕 これは,1990年 9月29日に本学
経済学会主催でおこなわれた講演である｡ 講演
にさいしてベースとした原稿は別にあるが,即
興的な味わいも含めて論旨がより明快になって
いるので,独立した価値があると思われる｡ 討
論の部分からは,社会主義経済とレギュラシオ
ン･アプローチの関係が取 り上げられた部分を
訳出した｡レギュラシオン学派の分析手法が西
側の狭義の資本主義に限定されないことを示し
ていて,講演にたいする有益な補足になってい
ると考えられたからである｡ 討論ではさらに,
日本の労使関係やピオーレ/サベルのフレキシ
ブル ･スペシャリゼ-ション論もとりあげられ
たが,議論の内容を十分確認できなかったので
訳出は断念した｡録音テープをおこした原稿を
リピェッッ氏におくり校閲をうけたものを八木
が翻訳 した｡そのさい,本学大学院生のルイ
ス ･デイ･マルティノ君の援助を受けた｡なお
文献を紹介する訳者注も付加した｡
〔八木紀一郎〕
